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Ⅰ．実施要領改正のポイント



NETISを中核とした

“公共工事等における
新技術活用システム”

NETIS※

新技術情報
提供システ

ム

新技術
の開発

現場で
の活用

新技術
の評価

新技術
の改良

更なる新技術
の開発へ

※NETIS：New Technology Information 
Systemの略 Web上で公開されている。
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（１）「新技術情報システム(NETIS)」による情報の収集及び一般提供
（２）「新技術活用評価委員会」による適用性等評価の実施
（３）有用な新技術の公共事業への活用

（１）「評価試行方式」「フィールド提供」「推奨技術選定」の設定。
（２）産学官連携による「新技術活用評価委員会」の拡大・強化。

平成13年度

平成17年度

（１）事後評価の実施・徹底及びＮＥＴＩＳの再構築
（２）新技術活用の体系化 （大規模工法を試行・評価し、活用する仕組みも位置づけ）
（３）新技術の試行・評価から活用までの道筋の強化

平成18年度

（１）新技術を現場で活用することにより、その適用性の評価等を実施
（２） 「新技術情報システム(NETIS)」の省内運用

平成10年度 「公共事業における新技術活用促進システム」

「公共工事等における技術活用システム」

（１）事後評価に必要な「活用件数」を10件から5件に緩和
（２）掲載期限を、当面の間、５年に延期
（３）効果発現に一定期間を要する技術等に「追跡調査」を追加
（４）試行現場の照会先を発注者に加え施工者へも拡大

平成22年度

本格運用

改正

運用開始

再編・強化（試行）

改 編

再編・強化後
本格運用開始

運用状況を
踏まえた改正

新技術活用システムの沿革

平成26年度 改正

「公共工事等における新技術活用システム」
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NETIS実施要領

主な改正内容
新技術活用後の評価における技術特性の明確化改正事項①

•評価情報（“-V”技術）を“-VE”技術、“-VR”技術に分類

現場ニーズに基づく技術公募による活用・評価の促進改正事項②

•発注者が必要とする分野の技術を積極的に活用・評価する5つ目
の活用の型 “テーマ設定型（技術公募）”の追加

外部機関の活用による有用な技術の現場導入促進改正事項③

•他機関等の実績に基づき、公共工事等に関する技術水準等を高
めることが見込める技術を “評価促進技術”に指定
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NETIS実施要領改正事項①

評価情報「-VE」「-VR」①
従来のルール

民間等にて開発
された新技術

登録

（1回目評価）

活用現場の調査表が蓄積され
た時点（５つの工事分）で実施

（2回目評価）
更に10工事分の調査表が蓄積
された時点（3回目以降評価も同
様）
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改正ルール

民間等にて開発
された新技術

登録

（1回目評価）

活用現場の調査表が蓄積され
た時点（５つの工事分）で実施

→2回目以降の調査・評価の必
要性について評価会議にて判断

・比較対象や調査内容を変更した上で
更なる調査・評価が必要な技術

・耐久性等の追跡調査が必要な技術等

→○○-○○○○○○-VR

（従来同様、2回目以降の調査・
評価を実施）

・安定的な効果が見込める技術等
→○○-○○○○○○-VE
（以降の調査・評価は実施しな
い）

NETIS実施要領改正事項①

評価情報「-VE」「-VR」②
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18

技
術
公
募

課題 特定の工種・工法において複数の新技術が登録されているが、特徴
（長所、短所）がわかりにくい等が要因で、現場の活用が進まない。

現
場
選
定

事
後
評
価

技
術
比
較
資
料
作
成

類似技術が複数存
在し、国として比較
検証が必要と考える
公募テーマを選定

全国の直轄
現場等の中
から、複数現
場を選定

現
場
活
用

複数技術を
活用し、調査
を実施

公募から1年

以内の評価を
目指す

各技術の長
所・短所を
整理

NETIS実施要領改正事項②

テーマ設定型（技術公募）の新設
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技
術
比
較
資
料
の
活
用

技術比較
時の参考
情報として
活用



NETIS実施要領改正事項③

評価促進技術

＠SHIGA
sheet NO.1 netisplus.ppt 平成２６年６月１３日現在

推奨技術（21件）

新技術活用システム検討会議が選定

準推奨技術（47件）

公共工事等に関する技術の水準を一層高める
ために選定された、画期的な新技術。

公共工事等に関する技術の水準を一層高
めるために選定された、画期的な新技術
（推奨技術には至らないもの）

新技術（NETIS登録技術）（約4,８００件）

新技術活用評価会議が選定

優位性(総合評価点） 高低

実
績
件
数

少

多

活用効果評価を実施した技術（約１２０0件）

特定の性能又は機能が著しく
優れている技術、など

設計比較対象技術
（２８２件）

技術の優位性が高く、
安定性が確認されている技術

技術の優位性は高いが、直轄工事
等における実績が少ない技術

活用促進技術
（８１件）

少実績優良技術
（４３件）

活用・評価

有用な新技術について、

■設計業務共通仕様書に
おいて、積極的に活用
するための検討を行う
ことを明記

■総合評価方式への加点
（配点は適宜決定）

■工事成績評定への加点
（施工者希望型のみ）

インセンティブ

：有用な新技術

推 薦

活用促進技術に一本化

変更

評価促進技術

他機関等の実績に基づき、公共工事等に関する
技術水準等を高めることが見込める新技術。

NEW!
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新技術活用システム最近の話題①

工事成績評定への加点

①事後評価実施済み技術のうち「有用な新技術」の活用
または ②事後評価未実施技術の活用

最大
+1.2点

③事後評価実施済み技術（上記①「有用な新技術」を除く）の活用

最大
+0.8点

■活用の効果が相当程度 +1.2点

+0.8点■活用の効果が一定程度

■活用の効果が従来技術と同程度 +0.4点

■活用の効果が相当程度 +0.8点

+0.4点■活用の効果が一定程度

新技術の活用を提案（技術提案書、施工計画書、工事打合簿等による活用提案）すれば、
下記のように工事成績評定に加点されます。

※NETIS番号末尾記号が「-A」「-V」「-VR」の技術は、活用効果調査表を提出しないと加点されません。
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新技術活用システム最近の話題②

NETIS維持管理支援サイトの公開

NETISトップページ

以下2テーマを対象に技術情報を募集
（H26.2月末～3.14)

①点検等に資する技術

②診断調査結果を解析・管理・収集す
る技術
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Ⅱ．NETISプラスの展開



写真・動画
ギャラリープラス！

各写真アルバムには25
枚まで写真が格納され
ています。
（最大10アルバム）

動画により騒音や粉塵
（濁水）の発生状況等
が把握できます。
（最大10ファイル）
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進化を続ける

2012年9月
NETISプラスにて、タイの発
注者、大学を対象に新技術
セミナー、デモンストレーション
を実施

意欲ある技術開発者の
海外展開支援
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進化を続ける

閲覧者・技術開発者・国土交通省の意見を反映させなが
ら機能強化・ユーザビリティの向上を図っています。
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Thank you for your attention.


